
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

 

博士論文内容の要旨 

 低分子の化学物質がアレルギー性の皮膚炎を起こすことが知られており，この皮

膚炎はアレルギー性接触皮膚炎（ACD）とよばれる。マウスを用いた接触過敏症（CHS）

動物実験系は，ACD のよいモデル動物実験系と考えられている。本研究では CHS 動

物実験系を用いて，CHS 動物実験系に与えるジニトロフルオロベンゼン（DNFB）の

影響，大豆及び大豆イソフラボン（SI）の CHS 抑制効果，ザクロポリフェノール濃

縮物(PPC)の CHS 抑制効果について研究を行った。研究の結果，0.15％と 0.3％DNFB

では 2 回のチャレンジで，0.5％DNFB では 1 回のチャレンジで CHS 評価をすること

が望ましいことが示された。次に，大豆及び SI の摂取により CHS が抑制されること

が示された。この理由として，好酸球を動員する CcL24 の遺伝子発現を抑制するこ

とが考えられた。更に，PPC の摂取により CHS が抑制されることが示された。この

理由として，好中球を動員する Cxcl2 と Cxcl3 遺伝子が抑制されることが考えられ

た。 

 

 

 

博士論文審査結果の要旨 

 予備審査会を 2 回遂行して慎重に審査した結果に従って、次のような進展が認め

られた。まず、博士論文の論文題目と構成が訂正され、さらに、論文発表会で、研

究に対する知識と理解があまり十分ではないと問題視された点について、論文修正

を繰り返す過程で徐々に向上が認められるようになった。また、博士論文に対して

は、文章の若干の不備と研究内容に対する考察を追加すべきである旨が指摘され、

後日、追加・修正がなされた結果、内容ならびに形式についても条件を満たしたも

のとなった。一方、研究内容については、ヒトでのアレルギー性接触皮膚炎に対す

る大豆やザクロ抽出物の抑制効果が期待できる結果が得られており、既に審査付の

和文誌に 1 報を発表して学術的な評価も受け、欧文誌へも共著者ながら 1 報が受理

され順調に進んでいると判断された。以上の点から、学位審査会では、烏日娜さん

の論文を博士論文に値するものと評価するとの結論に至った。 
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